
学習ノート 「技術とものづくり」の活用例

学 習 記 録 カード の活 用 例

毎時間の学習活動終了後に記入評価します。

＜時間を決めて記入しよう＞

・ 記入時間を決めましょう。これによって集中して書く力が身につきます。
・ 5 分程度から始めてみましょう。

＜学びの「よさ」を記入しよう＞

・ 友達と関り協力して作業を進める場合，友達との関りの「よさ」を記入してみましょう。この例では『うれし
かったこと』としています。

・ ％で評価し，楽をした（怠けた）自分の内容を書いてもらうことも自分を振り返る点では優れています。

＜評価を明確に，継続する＞ ●３つの空欄を生かしましょう。

・ 予め『評価基準』を設け，生徒へ理解を図ることが大切です。
・ 毎時間点検をして生徒の「関心・意欲」や「つまづき」を確認しながら，生徒とのコミュニケーションを図る

ことが肝要です。

学習記録カードを関心・意欲・態度の評価に役立てよう

1. 製作工程とその進度や今までの学習の流れが生徒にも教師にも一目でわかります。

2. 学習の積み上げにより毎時間の学習のねらいがはっきりします。

3. 学んだ事を端的に表現する力がついていきます。

Ａ… 自分から進んでできた。自分なりの考えをもてた。友達に教えられる。

Ｂ… 友達に任せた。嫌だけどやった。アドバイスをもらってできた。

手を貸してもらってできた。

Ｃ… やらなかった。できなかった。

関心意欲態度の評価基準の例


